
第５７回（２０２６年度） 科学放送高柳賞 番組募集のご案内 

ごあいさつ 

平素は、本法人への格別のご高配を賜り、心から感謝申し上げます。 

本法人は、電子科学技術に関する独創的な研究開発に対し研究助成を行い、 

優れた研究業績者を表彰することにより、わが国の科学技術の振興に寄与し、 

豊かな社会の創造に貢献することを目的としています。 

その公益目的事業の一つとして、科学放送高柳賞の表彰を行っています。 

科学技術の振興とその知識の向上に役立つ優れた科学放送番組を奨励し、 

番組内容の向上に寄与することを目的とした賞です。 

ここに、第５７回番組募集要項のご案内をさせていただきます。 

奮ってご応募賜りますようよろしくお願い申し上げます。   理事長 末松安晴 
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２０２６年、高柳健次郎が電子表示「イ」に成功して１００周年 

髙柳健次郎は、１９２６年、独自に開発したブラウン管に「イ」の字の電子映

像表示に世界で初めて成功し、１９３９年にはＮＨＫでテレビジョン実験放送開

始に至った。この業績は後にＩＥＥＥマイルストーンに認定される。戦後はテレビジョン同好会（現在の映像情

報メディア学会）を創設するなどしてテレビジョンの実用化と発展に努めた。高柳が開拓した電子映像ディス

プレイは、テレビジョンの映像表示のみならず、電子機器の発展につれて「人間と機械の対話機器」へと発展

し、今日ある映像文化の基盤や情報技術社会の発展を支えている。 これらの功績により１９８１年に文化勲章

を受章した。 

その栄誉に対して「決して私一人の力で成しえたことではありません」と謙

虚に述べ、「初期の研究過程に於いて、研究費が不足して困ったときに助け

られた有難さを今も忘れることがない」と感謝している。そして「これまでの多

くの方々より受けたご恩に報い、併せてわが国の電子科学技術の振興に些

かなりとも寄与したい」と念願して、私財を基に１９８４年に財団を設立した。 

当財団は、科学技術の振興、世界の文化向上に繋がる良い科学番組を表彰

する日本で唯一の財団です。 

mailto:tkinenz@oak.ocn.ne.jp
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第５７回（２０２６年度） 科学放送高柳賞 番組募集要項 

科学放送高柳賞は、科学技術の振興とその知識の向上に役立つ優れた科学放送番組を奨励し、 

番組内容の向上に寄与することを目的としています。 

１．科学放送高柳賞の種類 

最優秀賞  １件    表彰盾を贈呈 

優秀賞    ２件    表彰盾を贈呈 

２．募集番組 

２０２５年９月１日から２０２６年８月３１日までの期間に、国内の一般視聴者を対象に地上波、ＢＳ、 

ＣＳ、ＣＡＴＶ等で放映された、下記に該当する優れたテレビ番組を募集します。 

（1） 新しい科学や技術・技能の振興に役立つ番組

（2） 科学技術の理解、知識の普及・向上などに役立つ番組

（3） 新しい放送技術、番組構成あるいは新規なテーマ等によって制作された番組など

３．応募方法 

（1） 番組を放送した放送局からの応募とし、規定の応募用紙に記入し、ＣＭカットの番組収録の

MP４データを同封の上、事務局あてインターネットでの送付もしくは郵送して下さい。

 応募用紙は、こちらからダウンロードできます。 

審査の都合上、番組はMP4 データで、インターネットのダウンロードもしくは、USB 等のメディア 

でお送りください。ご質問は、事務局 鶴田（090-7013-8103）までお願い致します。 

（2） 応募作品は、一社２作品までとします。又、応募作品は、返却いたしません。

（3） 入賞番組は、公益財団法人放送番組センターが運営する放送ライブラリーで保存・公開することを

目的として、同センターに提供することを予めご了承ください。

なお、保存・公開に関する詳細については、放送番組センターとの間で協議をお願いします。

４．応募期間  ２０２６年８月１日～９月５日   事務局あて必着でお願いします。 

５．審査方法及び表彰 

（1） 審査は、当法人の審査委員会にて、科学放送高柳賞審査規程に基づき厳正に実施します。

（2） 審査結果の発表は、１０月理事会の承認を経て書面にてご案内いたします。

（3） 表彰対象は、入賞した番組を放送した放送局とします。

（4） 表彰式は、２０２７年１月２０日（月） 会場 アルカディア市ヶ谷で開催します。 

６．後援  ＮＨＫ  日本民間放送連盟 

７．応募および問合わせ先   公益財団法人 高柳健次郎財団 事務局 

〒102-0082 東京都千代田区一番町４－５ ニューライフ一番町 ３０９ 

 ＴＥＬ 03-3239-1207 or 090-7013-8103事務局鶴田 Ｅ－mail   tkinenz@oak.ocn.ne.jp  

https://takayanagi.or.jp/sub/entry/2026cast_entry.zip


第５７回（２０２６年度）科学放送高柳賞  番組応募用紙  ２０２６年 月 日

番組名 放送日 年 月 日  時間 分間

放送局名 所属名

番組概要 放送媒体  （いずれかに○印） ： １ 地上波 ２ BS ３ CS ４ CATV

応募理由、制作者の思いなど

担当者名 電話 メールアドレス

連絡先

住  所 〒



■科学放送高柳賞 受賞番組並びに放送局
（第28回～第43回 科学放送高柳記念賞／第44回科学放送 高柳健次郎賞） 

回数/年度 受賞名 番組名 放送局名 

55回 

2024年 

最優秀賞 「Q-1～U-18が未来を変える★研究発表SHOW～」 朝日放送テレビ株式会社 

優秀賞 「ＮＨＫスペシャル 映像記録 関東大震災帝都壊滅の三日間 前編・後編」 日本放送協会 

優秀賞 「Return To Flight Ｈ３ロケット 挑戦と挫折の2516日」 中京テレビ放送株式会社 

特別賞 「いまからサイエンス シリーズ」 株式会社BSテレビ東京 

54回 

20２３年 

最優秀賞  「NHKスペシャル 超・進化論 第1集 植物からのメッセージ～地球を彩る驚異の世界～」 日本放送協会 

優秀賞 「信州のがん最前線vol.22 進む医療 選べる時代に」 長野朝日放送株式会社 

優秀賞 「居間からサイエンス ＃1ペロブスカイト太陽電池」 株式会社ＢＳテレビ東京 

5３回 

20２２年 

最優秀賞   「NHKスペシャル 「恐竜超世界 in JAPAN 」」 日本放送協会 

優秀賞 「映像２２「 研究者法廷に立つ・特許の対価を問う理由 」」 株式会社毎日放送 

優秀賞 「－駿河湾 最深部の王者“３つの謎”－」 株式会社テレビ静岡 

5２回 

20２１年 

最優秀賞 「 NHKスペシャル 被曝の森2021 変わりゆく大地」 日本放送協会 

優秀賞 「よみがえれ神の鳥 特別編」 長野朝日放送株式会社 

優秀賞 「 ネアンデルタール人は核の夢を見るか～高レベル放射性廃棄物の行方～ 」 北海道放送株式会社 

5１回 

20２０年 

最優秀賞 「 チャンネル４ カネのない宇宙人 ～閉鎖危機に揺れる野辺山観測所～ 」 株式会社テレビ信州 

優秀賞 「 iPS細胞が心臓病患者を救う～世界初の手術 実施までの軌跡～ 」 日本放送協会 

優秀賞 「 クマとタマ  ～軽井沢・ベアドッグの取り組み～ 」 株式会社長野放送 

50回 

2019年 

最優秀賞 「 NHKスペシャル 寝たきりからの復活 ～密着！驚異の「再生医療」～ 」 日本放送協会 

優秀賞 「 ハイスクールは水族館！！ 」 南海放送株式会社 

優秀賞 「 ガリレオX 宮大工千年の技 失われ行く工匠の知恵を守れ 」 株式会社BSフジ 

49回 

2018年 

最優秀賞 「 パラリンピック・ドキュメンタリーシリーズ「WHO I AM」森井大輝（日本／アルペンスキー）」 株式会社WOWOW 

優秀賞 「 衝撃！未来テクノロジー 2030年世界はこう変わる 」 株式会社ＢＳテレビ東京 

優秀賞 「 NHKスペシャル シリーズ古代遺跡透視 大ピラミッド発見！謎の巨大空間 」 日本放送協会 

48回 

2017年 

最優秀賞 「 力ムイの鳥の軌跡 ～オオジシギ2つの物語～ 」 北海道テレビ放送株式会社 

優秀賞 「 ゴミノヒカリ～未来を照らすアルミゴミ発電～ 」 株式会社チューリップテレビ 

優秀賞 「 村山斉の宇宙をめぐる大冒険 」 日本放送協会 

47回 

2016年 

最優秀賞 NHKスペシャル「 ミラクルボディー 世界最強の人魚たち 」 日本放送協会 

優秀賞 カンブリア宮殿 「 世界が驚いた新素材革命！人口クモ糸＆石から作る”魔法の紙”」 株式会社テレビ東京 

優秀賞 「 野生のいのち 死の連鎖 」 北海道テレビ放送株式会社 

46回 

2015年 

最優秀賞 SBS防災特別番組「 富士山鳴動す－火の山の危機と予知－ 」 静岡放送株式会社 

優秀賞 「トキ 新世界を生きる 」 株式会社新潟放送 

優秀賞 NHKスペシャル「 腸内フローラ～解明！驚異の細菌パワー～ 」 日本放送協会 

45回 

2014年 

最優秀賞 ＮＨＫスペシャル「 アルツハイマー病をくい止めろ！」 日本放送協会 

優秀賞 テレビ東京系列「 カンブリア宮殿”ノーベル賞御用達！”光の技術を極める超絶企業  」 株式会社テレビ東京 

優秀賞 ＴＯＹＡから明日へ！「 氷の島のメッセージ 」～グリーンランド温暖化の最前線から～ 北海道テレビ放送株式会社 

44回 

2013年 

高柳健次郎賞 未来世紀ジパング～”アルマ展望台”プロジェクト 株式会社テレビ東京 

奨励賞 ＮＨＫスペシャル「 世界初撮影！ 深海の巨大イカ 」 日本放送協会 

奨励賞 生命３８億年スペシャル・最新遺伝子ミステリー「  人間とは何だ ・！？ 」 株式会社ＴＢＳテレビ 

43回 

201２年 

髙柳記念賞 ＮＨＫスペシャル「 宇宙の渚 」第1集・謎の閃光 スプライト 日本放送協会 

奨励賞 ＫＢＳふるさとスペシャル「 未来を回せ～富山発・小水力発電の可能性～ 」 北日本放送株式会社 

奨励賞 「 風を集めて”レンズ風車”未来への挑戦 」 ＲＫＢ毎日放送株式会社 

奨励賞 コズミック フロント ～発見！驚異の大宇宙～「 迫りくる太陽の異変 」 日本放送協会 

第４２回20１１年以前の受賞番組・放送局は、ホームページ（https://takayanagi.or.jp）科学放送高柳賞をご参照ください。 

第１回～第２７回 科学放送振興協会 主催（うち、第１６回～第２７回 高柳記念財団  後援） / 第２８回～ 高柳記念財団・高柳健次郎財団 主催 



番組名  「NHKスペシャル 絶海に眠る巨大洞窟 

  ～南大東島・驚異の水中世界～」 

●放送局 :日本放送協会 ●放送日:２０2５年８月２４日（49分間）

２０２４年、世界の科学者や探検家たちを驚かす発見があっ

た。沖縄本島の東３６０キロにある南大東島で、大規模な水

中洞窟が見つかったのだ。謎に包まれた、その地下空間

は、まさに“日本最後の秘境”。発見以降、一躍、世界中の探

検家や地球環境科学の専門家たちの注目を集めている。

今回NHKは、調査探検プロジェクトに同行。最新鋭の８Ｋ水

中カメラで前人未踏の水中世界の撮影に挑んだ。一切の光

が差し込まない漆黒の闇の中から浮かび上がったのは、数

万年の眠りから覚めた、息をのむほど壮麗な自然の傑作だ

った。さらに最新鋭のフォトグラメトリー技術で、学術的に

も貴重な地下空間の全貌を再現。洞窟の内部では、固有に

進化したと考えられる未知の生物も発見。 

東京大学と共同で行った貴重な鍾乳石のサンプル解析からは、5000万年という途方もない年月をかけた地球のダイナミックな営みが見えて

くる。 

番組名  「 タコガール‼～わたしの中のもなか～ 」 

● 放送局 :南海放送株式会社 ●放送日 :２０２５年５月2４日（４７分間）

 “なっつん”はタコ大好き高校生。タコの研究がした

くて愛媛県立長浜高校に越境入学しました。そこは魚

好きの個性派たちが集まる、日本唯一の水族館部が

ある高校です。校舎の中で水の生き物を飼育し、毎月

１回、一般に公開。部員たちはそれぞれ担当の水槽を

持ち、魚たちの世話をしています。“なっつん”は研究

班に所属し、タコ水槽を作るなど充実した日々。お気

に入りは、２年生の秋、漁師さんにもらったマダコの

「もなか」です。年齢不詳のオス、名前を呼ぶと触手で

応える関係になりました。そのころ取り組み始めた 

 のが「鏡像自己認知」、鏡を用いたタコの自己意識を 

調べる研究です。   長高水族館は１９９９年にスタートして２５年目に。豪雨災害で被災しても、地元の人たちのため休まず公開

を続けてきました。しかし、設備の老朽化で魚たちに被害が。そんな中、部員たちの訴えが実り、水族館の引っ越しが決まります。

そして２０２４年春、魚たちのお引っ越しが始まりました。愛する「もなか」も広い水槽へ。その時、思いもよらぬ事件が発生します。

一方、“なっつん”の「鏡像自己認知」研究に大きな進展が。憧れの大学教授と出会う機会も生まれ、彼女の進路に大きな影響を及

ぼします。小さな命と向き合い成長する高校生の物語です。 

科学放送高柳賞 最優秀賞 

科学放送高柳賞 優秀賞 

白の洞窟を探検する調査隊 



番組名 「テレメンタリーPlus 森の名探偵ととなりのクマたち」 

● 放送局 :  長野朝日放送株式会社 ●放送日 :２０２５年８月１１日（６１分間）

長野県の伊那谷を拠点に、様々な野生動物の写真や 

映像を 撮影している宮崎学さん。 

「自然界の報道写真家」として、普段見る事ができない 

生き物の意外な姿をとらえ、そこから人間社会の「イマ」 

を考察している。 

森を歩いて50 年以上、わずかなヒントから被写体と 

なる動物の動きを読むことから、 

人呼んで「森の名探偵」。 

人里への出没が相次ぐツキノワグマもテーマのひとつ。 

クマたちは、日ごろから人を意識して暮らしている 

ようだ。人間社会とぎりぎりのところで生きるその

知恵は、母グマから子グマへと教えられ、代替わり

するたびに大胆になっている。 宮崎学さんは最近気になる事があるという。 

クマ・シカ・サル・イノシシなど様々な野生動物が脚を失ったり、ケガをしている姿で撮影されているのだ。 

その背景には何があるのか？そこから人間との危うい関係が浮かび上がる。宮崎学さんの撮影した映像や画像を通して 

見えてくる野生動物と人間との「イマ」とは？ 

 放送期間／２０2４年９月１日～２０2５年８月３１日 ■ 応募放送局／８局 ■ 応募番組数／１2番組 

科学放送高柳賞 優秀賞 

入賞番組の一般公開 

 

 

●場所 横浜情報文化センター 8F 

神奈川県横浜市中区日本大通１１   TEL.０４５-２２２-２８２８ 

（交通アクセス）  みなとみらい線「日本大通り駅」３番出口（情報文化センタ口）直結 

JR根岸線・横浜市営地下鉄「関内駅」徒歩１０分 

●開館時間 １０時～１７時 （視聴受付は、閉館３０分前まで）

●休館日 毎週月曜日（祝日・振替休日の場合は、次の平日）、年末年始

公益財団法人番組放送センターの「放送ライブラリー」は、放送法に基づく、わが国唯一の放送番組専門のアーカイブ施設

であり、 NHKと民放のテレビ、ラジオ番組とCMを公開しています。 

詳細は、ホームページ http://www.bpcj.or.jp/ をご参照ください。

http://www.bpcj.or.jp/

